
建築と社会の未来を変えるキーテクノロジー
BIMが意匠・構造・設備をつなぐ

日本を代表する組織設計事務所の1つ、梓設計が本格的にBIMを用いた設計実務の取り組みをスタートさせたのは2009年。
そのベースとなったのが、グラフィソフトジャパンの建築CADソフトウェア「Archicad」だ。このコラボレーションを通じて
見えてきたことや、これからのBIM活用について、両社の責任者、担当者に語り合ってもらった。

からのご意見や改良のご提案は非

常にありがたく、ソフト開発の参考

にさせていただきました。 おかげ

さまで2020年10月5日には最

新バージョンの「Archicad 24」を

リリースすることができました。

　今回の「Archicad 24」では、統

合型BIMのワークフローを意識し

ています。

安野●統合型BIMというと、意匠、
設備、構造を1つのパッケージで管

理するシステムですね。

コバーチ●はい。もともと当社の
「Archicad」は1987年の開発

当初からその構想がありました。

まだ B IMという概念もなく、3

次元CADと呼ばれていた頃です

ね。しばらくはハードもソフトも

スペック不足で苦労しましたが、

意匠、構造、設備をまとめる
統合型BIMを開発
コバーチ（グラフィソフトジャパン）

● 当 社 が 提 案してきた B I M
（B u i l d i n g  I n f o r m a t i o n 

Modeling）の概念に早くから興味

を持ってくださったのが、梓設計様

でしたね。

杉谷（梓設計）●当社でBIMの導入
検討を開始したのは2006年のこ

とでした。2009年にはBIMを用

いた設計実務の取り組みを進め、

2015年にはデジタル技術の活用

と情報蓄積の専属部門「Dワーク

ス」を設立しました。

安野（梓設計）●当社では、独自の
B I M システム「A Z _ B I M S 

（AZUSA_BIMマネジメントシス

テム）」を構築して、実績を積み重

ねているところです。 社内の設計

者が作図・モデリング技法の習得

とスキルアップを図れるよう、Dワ

ークスが日常的にサポートしなが

ら、同時にシミュレーションやプロ

グラム開発にも取り組んでいます。

　またBIMソフトのツールとして

のメンテナンスも重要ですから、

使用ソフトのテンプレートやライ

ブラリーの更新、バージョンアッ

プ対応の検証等を定期的に行っ

ています。この間、ずっとグラフィ

ソフトさんには「Archicad」の提

供だけでなく、細かくケアしていた

だけて助かりました。

コバーチ●いえいえ。 この5年ほ
ど、ちょうど私たちのほうでもBIM

の実践的なワークフローの整理に

取り組んでいましたので、梓設計様

株式会社 梓設計
代表取締役社長

杉谷 文彦 氏

株式会社 梓設計
取締役副社長

安野 芳彦 氏

グラフィソフトジャパン株式会社
カスタマーサクセス ディレクター

飯田 貴 氏

グラフィソフトジャパン株式会社
代表取締役社長　アジア担当副社長

コバーチ ベンツェ 氏

グラフィソフトジャパン株式会社
マーケティングサクセス ディレクター

トロム ペーテル 氏

BUILDING TOGETHERスペシャル

梓設計 グラフィソフト

株式会社 梓設計　〒144-0042 東京都大田区羽田旭町10-11 MFIP羽田 3F
●創 立：昭和21年10月　●社員数：625人　●“梓”たる“質実優美”な建築を顧客の共感とともに実現し、社会に貢献するをコンセプトに活動している。

ディスカッション



BUILDING TOGETHERスペシャル・ディスカッション

2000年代頃にようやく開発環境

が整ってきて、少しずつ前進してき

ました。この間、常に気を付けてい

たのは、ソフトだけで解決しようと

しないことでした。

杉谷●どういうことですか？
コバーチ●ソフトの機能だけ充実さ
せても、使い勝手が悪くては利用し

てもらえない、ということです。で

すから、 実際 に 設計業務 で

「Archicad」を使うときに、どのよ

うな流れで社内外のデータをやり

とりして、デザインを完成させてい

くのか、というワークフローを念頭

に置いて開発を進めてきたのです。

特に梓設計様と本格的にコラボレ

ーションしたこの5年間は、統合型

BIMのワークフローが具体的に見

えてきた時期でもありました。

杉谷●統合型BIMについては、当
社でも目指すテーマの1つです。1

つのプロジェクトをまとめるうえ

で、最終的には、それぞれ進めた

設計内容を統合するわけですが、

そこに至るまでに整合性をとる必

要がある。意匠は構造、設備の内容

を踏まえて設計したいし、構造、設

備にしても意匠設計における寸法

や面積が欲しい。

　従来は、意匠、設備、構造、それ

ぞれの分野で別々のソフトを使っ

ていたので、お互いに欲しいデー

タを自分たちで算出していたわけ

ですが、それは作業が重複してい

るし、無駄ですよね。ですから、

現在、 当社では「Archicad 

24」を採用したワークシェアリン

グを前提として、「ワンプラットフォ

ーム・ワークフロー」の仕組みを取

り入れています。

安野●この仕組みをうまく機能さ
せられれば、部門間の重複作業が

軽減できて、よりクリエイティブ

な業務に注力することが可能にな

ります。 そのためにも、責任分界

点、作業分界点を整理しているとこ

ろです。

コバーチ●御社がいろいろと新し
いことに挑戦されているのは、

2019年8月に移転されたこの新

社 屋「 H A N E D A  S K Y 

CAMPUS」を拝見してもよくわか

ります。 こちらの設計にもBIMを

利用されているんですよね。

杉谷●はい。当社は、空港やスポ
ーツ施設、 ヘルスケア分野の設計

領域を得意とする組織設計事務所

として、これまで多くのプロジェク

トにBIMを導入してきています。

この新社屋では、「成長するオフィ

ス」というコンセプトのもと、BIM

はもちろん、AIや IoTなどの先進

技術を活用したトライアルを行っ

ています。

コバーチ●新しい技術にいち早く
着目してチャレンジするという社風

があるからこそ、BIMについても着

実に推進されているんですね。

情報を1つにまとめて管理
トータルマネジメントの時代に
杉谷●グラフィソフトさんでは、以
前から「Open BIM」という提案も

なさっていましたよね。統合型BIM

との兼ね合い、関係はどのようにと

らえられていますか？

コバーチ●はい、「Open BIM」と
いうのは、BIMの共通データフォ

ーマット「 I F C 」（ I n d u s t r y 

Foundation Classes）を使って

他社のBIMソフトとも連携すると

いう考え方ですね。統合型BIMが

統一されたワンパッケージである

のに対し、「Open BIM」は多様な

ままで交流する、という違いがあり

ます。ただ、この2つはデータのや

りとりをスムーズにするという目的



は共通していますし、バランスよく

取り込まれていくのではないかと

考えています。

杉谷●建築関連の会社がそれぞれ
統合型BIMを取り入れて、 その

のちに「Open BIM」でさらにつな

がっていく、ということですか？

コバーチ●建築設計は複雑なもの
ですから、統合型BIMだけですべ

てをまかなうのは難しいかもしれ

ません。むしろ、専門性の高い設計

作業については専用のBIMのほう

がより質の高いデータがつくれる可

能性がありますよね。

トロム（グラフィソフトジャパン）

●統合型BIMは、 設計の初
期段階で特に有効です。こ

れからまだプランを練っ

ていく段階では、大きな

変更が日々起きるもの

です。 そんな段階であ

れば、意匠、構造、設備

が1つのBIM環境の中で

密に関わり合いながら意見

やデータをやりとりしてプロ

ジェクトの質を上げたり、 変更

に対応していくことができます。

杉谷●そうですね。
トロム●その次に、より詳細な検討
を行う段階になってくると、 それ

ぞれの専門分野で必要な機能が細

分化されていきます。 その場合に

は、 それぞれに最適なBIMツール

を使っていただくのがいい。ただ、

その場合はうまく連携しなければ

いけないので、 その連携用のプラ

ットフォームを私たちが提案、 提

供いたします。

　当社では、「Archicad 24」のリリ

ースと同時に「BIMcloud」 を

「Open BIM」を前提としたプラット

フォームへ 進化 させました。

「Archicad」のファイル形式だけ

ではなくて、どのBIM関連のツー

ルを使ってもそのプラットフォーム

上でコラボレーションができるとい

うものです。

コバーチ●情報をなるべく1つの
場所に集めて、すべての分野の情

報を一度に見られるようにする。

データを操作し、管理する。統合

型BIMでも「Open BIM」でも目的

は同じなのです。

安野●なるほど。私は社員によくこ
う言うんです。「ぼくらは建築をつく

っているんだ。意匠だけ、構造、設

備だけを考えているわけではな

い」。建築は、意匠、構造、設備をた

だ組み合わせているのではなく、す

べてを統合してつくりあげるもの

です。 そのためにはそれぞれの情

報がちゃんとリンクしていなくて

はならない。 ですから、BIMの考え

方はすんなり飲み込めました。

杉谷●昔気質の設計者は、 設計だ
けが自分の領域だと思っている。つ

くったらおしまい。設計図を引いた

ら、あとは知らない。それではいけ

ない。設計に責任を持つ。建築には

社会的な役割がありますから、 竣

工後のことも目配りしなくてはいけ

ない。

コバーチ●これからは建築にまつ
わるあらゆる情報を3次元モデル

を通してプランを整理する、プロジ

ェクトを設計・施工からメンテナン

スまでトータルにマネジメントす

る、そういう方向に進むのではない

でしょうか。

杉谷●設計者の意識を切り替えて
いかなくてはいけませんね。

コバーチ●教育が重要ですよね。
当社では、ソフトだけ提供してそ

れで終わりというビジネスは考

えていません。BIMを習得す

るためのトレーニングプロ

グラムも提供するようにな

りました。

飯田（グラフィソフトジャパ

ン）●受講者のレベルに合
わせて15種類ほどのカリ

キュラムを用意しています。

よく身についていない単元

については何度でも同じ講習

を受けることも可能です。

コバーチ●意外とソフトの機能を
使いこなしていない人は多い。きち

んと把握して使えば効率は大幅に

向上します。BIM導入も早く進むと

思います。

「BUILDING TOGETHER」
ともに築く未来
安野●あとはBIMのインターフェ
ースがもっと平易なものになって、

設計者だけでなく、 発注者のほう

でも操作できるようになると、 デ

ータを共有するメリットがさらに高

まりそうですね。

コバーチ●発注者向けには、BIMビ
ューアアプリケーションである

「BIMx」の活用をお勧めしています。

トロム（グラフィソフトジャパン）

統合型BIMは、 設計の初

ジェクトの質を上げたり、 変更

に対応していくことができます。

その次に、より詳細な検討

当社では、ソフトだけ提供してそ

れで終わりというビジネスは考

えていません。BIMを習得す

を受けることも可能です。

コバーチ

使いこなしていない人は多い。きち

んと把握して使えば効率は大幅に

BIMの木



ラップトップパソコンやスマートフ

ォンでもBIMプロジェクトの3Dモ

デル、各種図面、そして属性情報に、

いつでも、どこからでも容易にアク

セスすることができるソフトです。

　社内でのデザイン検討、クライア

ントへのプレゼンテーションのほ

か、遠隔でのプロジェクトへのフィ

ードバック、施工現場での情報確

認などにもBIMのデータを簡単に

利用できるようになります。

飯田●「Archicad」でBIMデータ
を作成し、「BIMx」で閲覧、プレゼ

ン。データは「BIMcloud」に集約

する。 そんな統合型BIMのシステ

ムに、「Open BIM」の考え方でグ

ラフィソフト以外の他社データも

集まってきて、大きな共有のデータ

ベースになっていく、というイメー

ジですね。

杉谷●私たち、組織設計事務所と
しては、B IMを促進することで

生産性を高めることも重要です

けれども、効率が上がった分、ク

リエイティブな部分に注力して

建築の質を高めていくことを目

指したいですね。

コバーチ●質の高い設計データを
つくって、BIMで施工会社と共有す

れば、ミスが減り、工程もよりス

ムーズになるはずです。 設計と施

工、それぞれがもっとコミュニケー

ションをとり、お互いにとって使い

やすいデータにまとめられたらい

いですよね。

安野●実はいまそのあたりのことを
建設会社や協力会社のみなさんと

話し合っているところです。

コバーチ●当社では「Archicad 
24」 について「BU I L D I N G 

TOGETHER」というスローガンを

掲げています。建築業界全体で「と

もに築く」を目指します。

杉谷●同感です。BIMのもたらす
影響について、 当社では「BIMの

木」というイメージ図にまとめてい

ます。BIMの木は、 テクノロジー

を栄養にしてさまざまな 果実

（メリット）を実らせ、枝を広げ

ていきます。

　初期のBIMは、設計図を書くた

めのツールとして、 設計者だけが

利用していましたが、その後、発注

者から施工者にまでメリットをもた

らすものとなり、さらに最近では、

IoTやAIなどのテクノロジーを取

り込むことで、 より広い範囲に広

がっていく、 ということを表現し

ています。

コバーチ●BIMの進化は、従来の
建築概念を大きく変えていく可能

性がありますね。今日、いろいろ

とお話しできて、改めて実感しま

した。ありがとうございました。
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